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２
　
調
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間
　
　
一
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〇
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１８
）
六
月
～
八
月

３
　
発
掘
機
関
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原
考
古
学
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究
所

４
　
調
査
担
当
者
　
岡
田
憲

一
。
重
見
　
泰

５
　
遺
跡
の
種
類
　
都
城
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
奈
良
時
代
～
鎌
倉
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

調
査
地
は
、
平
城
京
跡
右
京
四
条

一
坊
九
坪
の
西
北
部
に
相
当
す
る
。
調
査

の
結
果
、
奈
良
時
代
の
落
ち
込
み
、
井
戸

一
基
の
ほ
か
、
平
安
時
代
か
ら
鎌
倉

唯
　
　
時
代
に
か
け
て
の
東
西
溝

一
条
、

条

粘
土
採
掘
坑
六
基
な
ど
を
検
出

し
た
。
中
世
の
東
西
溝
Ｓ
Ｄ
Ｏ

一
は
、
当
初
三
条
大
路
南
側
溝

の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
た
が
、

そ
の
下
面
で
平
安
時
代
に
は
埋

働

没
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
落

奈

ち
込
み
Ｓ
Ｘ
Ｏ
二
を
検
出
し
た

こ
と
か
ら
、
南
側
溝
の
可
能
性

は
希
薄
と
な
っ
た
。

木
簡
は
、
こ
の
落
ち
込
み
Ｓ
Ｘ
Ｏ
二
か
ら

一
点
出
土
し
た
。
Ｓ
Ｘ
Ｏ
二
は
、

調
査
区
東
北
隅
を
北
西
か
ら
南
東

へ
斜
行
し
、
長
さ

一
一
ｍ
以
上
、
深
さ

一
・

七
ｍ
を
測
る
。
対
岸
が
検
出
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
正
確
な
規
模
は
不
明
で
あ

る
が
、
東
に
約
三
〇
ｍ
離
れ
た
地
点
で
同
年
度
に
当
研
究
所
が
実
施
し
た
調
査

に
お
い
て
、
こ
れ
と
同
様
の
堆
積
及
び
遺
物
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
か
な

り
大
き
な
広
が
り
を
有
す
る
と
推
察
さ
れ
る
。
堆
積
内
容
は
、
湿
地
状
を
呈
し

て
い
た
と
思
わ
れ
る
泥
質
の
も
の
で
、
大
き
く
三
層
に
区
分
で
き
る
。
下
層
は

地
山
崩
落
に
よ
る
堆
積
が
主
体
を
占
め
、
遺
物
を
ほ
と
ん
ど
含
ま
な
い
。
中
層

は
暗
紫
灰
色
シ
ル
ト
質
粘
土
で
、
平
城
宮
Ⅲ
の
土
器

（七
三
〇
～
七
五
〇
）
を
主

体
と
す
る
土
器
、
瓦
類
の
ほ
か
、
多
く
の
本
製
品
が
出
土
し
て
お
り
、
木
簡
も

こ
こ
か
ら
出
土
し
た
。
上
層
は
オ
リ
ー
ブ
灰
色
砂
混
粘
土
で
、
平
安
時
代
の
遺

物
を
含
む
。
な
お
、
中
層
と
上
層
の
間
で
、
集
中
廃
棄
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る

遺
物
群
を
検
出
し
た
。
そ
れ
ら
の
土
器
は
概
ね
平
城
宮
Ｖ
の
土
器

（七
六
二
～

七
八
四
）
に
比
定
さ
れ
る
。

落
ち
込
み
Ｓ
Ｘ
Ｏ
二
の
形
成
時
期
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
当
該
地
点
周
辺

は
旧
秋
篠
川
の
流
路
に
あ
た
る
と
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
開
析
さ
れ
た
谷
が

埋
め
立
て
ら
れ
る
こ
と
な
く
窪
み
、
湿
地
状
を
呈
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
遺
物
は
、
近
隣
か
ら
の
廃
棄
行
為
に
よ
っ
て
集
積
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
奈
良
時
代
の
井
戸
Ｓ
Ｅ

一
五
か
ら
は
、
「
日
」
と
墨
書
さ
れ
た
須
恵

器
杯
Ｂ
が
出
土
し
て
い
る
。

＝縫枠
嘩
締
精
富Ｍ
「自



2006年 出上の木簡

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

ω
　
。
「十

一
二
十
七
□
十

一
子
□
十

一
日
――
□
七
七
七
国
十

一
十

二
七
□
七
□
子
□

一
□
□
□
【帥
印
剛
印
ヤ
ぼ
十

一
口
回

（∞
岸
Ｏ
）
×
∞
〇
×
『
　
ｏ
ＰΦ

上
端
及
び
左
右
両
辺
は
削
り
調
整
が
施
さ
れ
原
形
を
と
ど
め
て
い
る
が
、
下

端
は
折
損
す
る
。
板
目
材
で
あ
る
。
墨
書
は
両
面
に
あ
り
、
い
ず
れ
も
文
字
は

明
瞭
で
あ
る
が
、
全
体
的
に
宇
形
が
整
わ
ず
、
筆
の
運
び
も
不
安
定
で
あ
る
。

墨
書
の
内
容
に
は
特
に
意
味
的
な
ま
と
ま
り
は
な
い
よ
う
で
、
同
じ
よ
う
な
文

字
を
繰
り
返
し
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
、
習
書
で
あ
ろ
う
。
釈
文
は
、
墨
書
に

最
も
近
い
文
字
を
選
ん
だ
が
、
ど
の
よ
う
な
文
字
を
書
こ
う
と
し
て
い
た
の
か

厳
密
に
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
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